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る。その結果，2008年に比べて2018年になると週 1 ～ 2 回以上家事を遂行した夫の割合は微増
しているものの，2018年段階であっても夫と妻が遂行する家事の総量を100としたとき，それ
ぞれが分担する割合について，妻の分担する割合が圧倒的に高く 80%を超える(国立社会保障
・人口問題研究所，2020)。国際比較調査(GESIS - Leibniz-Institute for the Social Sciences, 2012
1)
)にお
いても，日本の有配偶男性の家事時間は，⽛まったくしない⽜と答えた人が 18.9%と約 2 割お
り， 1 週間の平均家事時間は4.34時間(SD ＝6.11)となっていた。それに対して有配偶女性の家
事時間は，18.55時間(SD ＝15.34)であった。
一方，本研究で取り上げたドイツでは，有配偶男性で⽛まったくしない⽜と答えた人は，旧
西ドイツ地域で 5.7%，旧東ドイツ地域で 4.2%となっていた。男性が行う 1 週間の平均家事時
間も旧西ドイツ地域で7.78時間(SD ＝7.01)，旧東ドイツ地域で 9 時間(SD ＝9.78)であった。女
性では旧西ドイツ地域で15.27時間(SD ＝12.29)，旧東ドイツ地域で13.61時間(SD ＝9.79)となっ
ており，依然として女性の家事時間の方が男性より長いが，日本と比べると男女差は小さい
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国では 5 % 未満しかみられないのに対して，日本では 15.6%にもなる(総務庁青少年対策本部，















































































































































































































新しくなるほど，父親の家事分担度が有意に高くなっていった(χ2(5, N ＝1,299)＝25.10, p ＜ .01)。












⒝ １つの作品として必ずしも内容が完結していなくても， 2 行以上の文章になっていれば分析対象とする。
⒞ 練習問題や説明文(例えば動植物の生態などに関する文章)は対象外とする。
② 分析基準に関する細則









件数 78 219 297
% 26.26 73.74 100.00
1970年
件数 31 50 81
% 38.27 61.73 100.00
1980年
件数 80 144 224
% 35.71 64.29 100.00
1990年
件数 45 67 112
% 40.18 59.82 100.00
2000年
件数 91 125 216
% 42.13 57.87 100.00
2010年
件数 162 207 369
% 43.90 56.10 100.00
合計
件数 487 812 1,299
% 37.49 62.51 100.00
例えば1980年の教科書には父親と息子が⽛母親学級⽜に参加して，今度生まれてくる娘の世
話をするために，他の母親たちに交じって新生児の扱いを学ぶ様子が描かれていた(“Wann

























































分析の結果は表 5の通りであった。約 6 ～ 9 歳の子どもを対象にした読み物でもあり，⽛家
族全体のための家事⽜に関する描写は全体的に少ない。しかし，特に2000年と2010年との間に






















分析の結果は表 5の通りであった。約 6 ～ 9 歳の子どもを対象にした読み物でもあり，⽛家
族全体のための家事⽜に関する描写は全体的に少ない。しかし，特に2000年と2010年との間に
有意差がみられ(χ2(1, N ＝66)＝6.49, p<.01)，2010年になると父親も母親と同程度の割合で行っ
ていることが明らかになった。⽛家族全体のための家事⽜の中でも特に⽛炊事⽜に関しては，







件数 13 16 29
% 44.83 55.17 100.00
1970年
件数 13 16 29
% 44.83 55.17 100.00
1980年
件数 8 15 23
% 34.78 65.22 100.00
1990年
件数 21 15 36
% 58.33 41.67 100.00
合計
件数 55 62 117




















































件数 7 48 55
% 12.73 87.27 100.00
1970年
件数 0 9 9
% 0.00 100.00 100.00
1980年
件数 8 38 46
% 17.39 82.61 100.00
1990年
件数 6 19 25
% 24.00 76.00 100.00
2000年
件数 8 29 37
% 21.62 78.38 100.00
2010年
件数 15 14 29
% 51.72 48.28 100.00
合計
件数 44 157 201
% 21.89 78.11 100.00
⽛パートタイム⽜72.86%，女性回答者は⽛フルタイム⽜19.00%，⽛パートタイム⽜75.84%であ





























件数 0 6 6
% 0.00 100.00 100.00
1970年
件数 0 6 6
% 0.00 100.00 100.00
1980年
件数 0 4 4
% 0.00 100.00 100.00
1990年
件数 1 4 5
% 20.00 80.00 100.00
合計
件数 1 20 21
% 4.76 95.24 100.00
これらの結果を裏付けるように，1994年の実際の旧東ドイツ地域の統計調査においても，洗
濯などのこまごまとした家事については 89.93%の男女が⽛妻がいつもする⽜⽛妻がたいていす









親の育児に携わる程度は年代間で有意な違いがあり(χ2 (5, N=976)＝13.74, p<.05)，特に1960年




































件数 56 132 188
% 29.79 70.21 100.00
1970年
件数 28 36 64
% 43.75 56.25 100.00
1980年
件数 63 96 159
% 39.62 60.38 100.00
1990年
件数 35 46 81
% 43.21 56.79 100.00
2000年
件数 83 96 179
% 46.37 53.63 100.00
2010年
件数 135 170 305
% 44.26 55.74 100.00
合計
件数 400 576 976
% 40.98 59.02 100.00





























件数 10 7 17
% 58.82 41.18 100.00
1970年
件数 10 7 17
% 58.82 41.18 10.000
1980年
件数 7 10 17
% 41.18 58.82 100.00
1990年
件数 16 11 27
% 59.26 40.74 100.00
合計
件数 43 35 78

























楽しい育児 必須の育児 楽しい育児 必須の育児 父親 母親
1960年
件数 25 29 29 98 54 127 χ2＝9.96**
df ＝2，N ＝181% 46.30 53.70 22.83 77.17 100.00 100.00
1970年
件数 9 17 8 26 26 34 χ2＝0.89
df ＝2，N ＝60% 34.62 65.38 23.53 76.47 100.00 100.00
1980年
件数 22 41 19 77 63 96 χ2＝4.55*
df ＝2，N ＝159% 34.92 65.08 19.79 80.21 100.00 100.00
1990年
件数 12 22 10 30 34 40 χ2＝0.93
df ＝2，N ＝74% 35.29 64.71 25.00 75.00 100.00 100.00
2000年
件数 43 38 19 74 81 93 χ2＝20.13**
df ＝2，N ＝174% 53.09 46.91 20.43 79.57 100.00 100.00
2010年
件数 56 76 27 137 132 164 χ2＝24.42**
df ＝2，N ＝296% 42.42 57.58 16.46 83.54 100.00 100.00
合計
件数 167 223 112 442 390 554 χ2＝56.17**
df ＝2，N ＝944% 42.82 57.18 20.22 79.78 100.00 100.00
欠損値 32件





























楽しい育児 必須の育児 楽しい育児 必須の育児 父親 母親
1960年
件数 4 6 2 3 10 5
% 40.00 60.00 40.00 60.00 100.00 100.00
1970年
件数 4 6 2 3 10 5
% 40.00 60.00 40.00 60.00 100.00 100.00
1980年
件数 1 6 0 10 7 10
% 14.29 85.71 0.00 100.00 100.00 100.00
1990年
件数 5 11 3 6 16 9 χ2＝0.93
df ＝2，N ＝74% 31.25 68.75 33.33 66.67 100.00 100.00
合計
件数 14 29 7 22 43 29 χ2＝0.59



































ツの女性の雇用率は 29% 上昇し，1989年までにさらに 8 % 上がり，89.0%というほとんどの
女性が就業していたことを示す数字となった。一方，西ドイツでは，女性の就業率は全期間を
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注
1) GESIS - Leibniz-Institute for the Social Sciencesが行っている International Social Survey Programmeの中




https: //www.gesis.org/en/issp/modules/issp-modules-by-topic/family-and-changing-gender-roles (2020 年 8
月31日).
2) 正式には⽛基礎学校⽜と言われ，ドイツでは⽛基礎学校⽜ 1 ～ 4 年生までは初等教育段階に位置付けられ
ている(文部科学省生涯学習政策局調査企画課，2010)。
3) 教室で使われる教科書は，日本とは異なり1960年に発行されたものが1960年のみに使われたとは限らず，
現在の推薦教科書リストにも 3 ～ 4 年前に発行されたものが掲載されている。したがって，1960～1980年の







7) ベルリンでは2006年 8 月ですでにすべての基礎学校と総合制学校が全日制となっている。ベルリンでは
2003年以前に旧東ベルリン地区において全日制学校がすでに数多く存在していたため，いち早く全校達成に
こぎつけた。但し州によっても異なり，現在でも⽛半日制⽜である州も多い。
8) 1960年，1970年，1980年においてはχ2 検定に必要な数値に達していないためχ2 値は算出していない。
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